
2018年11月2日（金）全電通労働会館

研究公正シンポジウム
－研究倫理教育の先進的な取組事例に学ぶ－

東北大学における公正な研究活動への取り組みについて
～体制・制度の構築とその現状～

佐々木孝彦
東北大学金属材料研究所 副所長
東北大学総長特別補佐（研究倫理担当）/東北大学公正な研究活動推進室長

臼澤基紀
東北大学研究推進・支援機構 URAセンター 主任URA
東北大学公正な研究活動推進室

〇公正な研究活動推進室の取り組み
－組織・体制・制度の構築と運用－（臼澤）

〇研究倫理教育実施の課題
－約2年間の活動を経て－（佐々木）

本日のアウトライン

公正な研究活動への取り組み

研究倫理教育

研究倫理マネジメント
（予防，牽制，組織防衛）

研究不正対応

“分野特性”

“ゼロにはならない”

“リスク管理”

（お断り：客観的データに基づいた発表ではありません．活動実施における主観性が高い私見です．）
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自己紹介

〇佐々木孝彦

東北大学金属材料研究所教授
（理学研究科物理学専攻）

専門：物性物理学実験
（分子性物質の強相関電子状態）

共著者：１７人 日独８機関

〇臼澤基紀

東北大学研究推進・支援機構 URAセンター 主任URA

担当業務：公正な研究活動推進、産学連携

文・心理->認知・言語科学->医学(社会医学)
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研究室メンバー集合写真

研究＝共同で行うもの

教職員数
教員 3,152人
職員(役員含む) 3,254人

学生数

学部
文学部、教育学部、法学部、経済学
部、理学部、医学部、歯学部、薬学部
、工学部、農学部

大学院

文学研究科、教育学研究科、法学研
究科、経済学研究科、理学研究科、
医学系研究科、歯学研究科、薬学研
究科、工学研究科、農学研究科、国
際文化研究科、情報科学研究科、生
命科学研究科、環境科学研究科、医
工学研究科、東北大学インターネット
スクール（ISTU）

専門職大学院
法科大学院 、公共政策大学院 、会
計大学院

附置研究所

金属材料研究所、加齢医学研究所、
流体科学研究所、電気通信研究所、
多元物質科学研究所、災害科学国際
研究所

学部・大学院・附置研究所等

留学生数
2,089人(97ヶ国・地域)

https://www.tohoku.ac.jp/japanese/profile/about/01/about0101/
これらのほか機構、学内共同利用施設等

東北大学概要(2018.5.1現在) 4/39



公正な研究活動の推進体制構築

本日の話の範囲

いつから？
「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」
2014(H26)年8月文部科学大臣決定

どんな？
研究倫理教育、研究不正防止に関する活動
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東北大学の公正な研究活動推進体制 6/39



本部と部局の連携体制

組織横断的な実施体制・実施主体として「公正な研究活動推進
委員会」及びその下に「公正な研究活動推進委員会専門委員
会」を設置

「公正な研究活動推進委員会」を支えるため、教員、ＵＲＡ、事務
職員などによって構成する教職協働型組織の「公正な研究活動
推進室」を本部に 設置

全学と部局の連絡調整体制として「公正な研究活動推進連絡会
議」を設置

各部局に「公正な研究活動推進担当組織」、「研究倫理推進責任
者」及び 「相談窓口」を設置
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規範・指針

①東北大学行動規範及び補足説明

②研究成果を適切に発表するための指針

③研究倫理教育実施指針

④研究データ等の保存及び管理に関する指針

⑤研究データ等の保存の期間及び方法に関するガイダンス

⑥共同研究等実施指針

⑦若手研究者支援実施指針

⑧研究活動における不正行為への対応ガイドライン
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全学規程

①公正な研究活動の推進に関する規程

②公正な研究活動推進委員会の専門委員会細則

③公正な研究活動推進室細則

④公正な研究活動推進連絡会議細則
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本部と部局の役割 -データ保存を例に-

本部

全学共通の指針とガイダンスを定めた

研究データ等の保存及び管理に関する指針
研究データ等の保存の期間及び方法に関するガイダンス

各部局

研究分野、部局の特色を考慮し実施体制を整備した

規程、実施要領を定めた
監査を実施する
本部へ報告する
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研究倫理教育の体制と特色

体制

持続的な研究倫理教育
研究倫理学習を義務付け

キャリアステージごとの学習課題の明確化
学部1・2年生からアドバイザー教員まで6段階

特色

研究公正アドバイザー
各部局の教授の10％（全学で約90名）を目標

全学と部局の協力による多様な教材開発

11
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研究倫理教育の体制と特色

体制

持続的な研究倫理教育
研究倫理学習を義務付け

キャリアステージごとの学習課題の明確化
学部1・2年生からアドバイザー教員まで6段階

特色

研究公正アドバイザー
各部局の教授の10％（全学で約90名）を目標

全学と部局の協力による多様な教材開発
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レベル１レベル１

レベル２レベル２

レベル３レベル３

レベル４レベル４

レベル５レベル５

レベル６レベル６

役割

他の研究者に対し助言を
与え,責任ある研究活動を
先導的に推進

研究指導及び共同研究で
責任ある研究の実施を指
導

研究指導及び共同研究で
責任ある研究の実施を指
導

指導のもとでの自立的に
責任ある研究の実践

指導のもとで責任ある研
究の実践

指導のもとで責任ある研
究の実践

対象

〇アドバイザー教員
部局に最低１，大規模組織では教授の
10％程度

〇研究指導の教員・担当教員
研究指導するすべて

〇ポストドク・新任教員
採用されたすべての教員が1年以内に

〇大学院後期課程学生
第2年次までに

〇学士課程後期・大学院前期課程学生
博士課程後期学生は第2年次までに

〇学士課程前期学生
入学第1年次中に

課題

専門分野における倫理を理解し,様々な事例を把握し，他者に助言を与えることができる

①学生指導において責任ある研究と学習が行えるよう指導することができる
②共同研究において責任ある研究が実施できるよう役割を果たすことができる
③分野の研究倫理に関する最新の知識を有すること

①研究する分野の倫理の全体構造を理解し，自分の研究を通じて実践する
②研究活動において発生するさまざまな研究倫理の課題を自立的に解決する

①研究する分野の基本的倫理を理解する
②責任ある研究と研究不正の定義について理解し，実践できる
③研究活動において発生するさまざまな研究倫理の課題に気が付き，助言の下で解決に努力
する

①社会における価値を実現するための学問研究の課題と両義性を理解する
②自分の専攻分野の課題と社会における価値を理解する
③研究する分野の基本的倫理を理解し，指導のもとで自分の研究を通じて実践する

①大学及び学問の果たす価値・社会的役割と，誤った研究のもたらす弊害を理解する
②他者の意見と自分の意見の区別など，大学での学習の基本的作法を理解し，実践する
③捏造・偽造・剽窃・カンニングなど研究と学習に関する不正行為の問題を理解し，誠実な
学習を実践する

キャリア・ステージ別研究倫理学習参照基準13/39

レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５ レベル６

学士課程
前期学生

学士課程
後期・大
学院前期
課程学生

大学院後
期課程学

生

ポストドク
トラル・新
任教員

研究指導
担当教員

研究公正
アドバイ

ザー

①責任ある研究活動の概念　 ◎ ○ ○ ○
②研究の自由と守るべきもの ◎ ○ ○ ○
③研究不正行為の概念と回避 ○ ◎ ○ ○ ○ ○
④研究不正の防止と告発 ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎
⑤データの扱い（収集・管理・処理）　 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
⑥個人情報の保護　 ○ ◎ ○ ○
⑦守秘義務 ○ ○ ◎
⑧共同研究のルール ○ ○ ◎ ○ ○
⑨研究費の適切な使用　 ○ ○ ◎

⑩科学者の役割 ◎ 　 ◎ ◎

⑪研究成果発表上の原則（責任あるオーサーシップ，不適切な発表，社会への発信） ◎ ◎ ○
⑫研究不正防止に関する取り組み ◎ ○ ○
⑬研究実施上遵守すべき法令・ルール（共通） ◎ ○ ◎ ○
⑭生命科学・工学・心理学など個別分野での倫理 ◎ ○ ◎ ○ ○
⑮研究実施上遵守すべき法令・ルール（分野） ◎ ○ ◎ ○
⑯利益相反　 ○ ◎

⑰安全保障への配慮　 ○
⑱インフォームドコンセント ◎ ◎ ○
⑲研究倫理教育の重要性 ◎ ◎ ○ ○
⑳責任ある論文審査 ○ ◎ ○
㉑知的財産（著作権，特許） ○ ◎
㉒倫理問題に関するケース・スタディ ◎ ◎ ◎ ◎

㉓メンターとしての指導責任 ○ ◎ ◎ ◎
㉔学生指導とコーチング　　　　 ◎ ◎
㉕ピア・レビューの役割　　 ○ ◎ ○
㉖研究倫理審査の役割 ◎ ◎
㉗問題ある研究活動への指導方法 ◎ ◎

◎は特に重点を置くもの

学生 教員

共通基礎

上級

初級

中級

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レベル

学習内容

キャリア・ステージ別研究倫理学習内容 14/39



研究倫理教育の体制と特色

体制

持続的な研究倫理教育
研究倫理学習を義務付け

キャリアステージごとの学習課題の明確化
学部1・2年生からアドバイザー教員まで6段階

特色

研究公正アドバイザー
各部局の教授の10％（全学で約90名）を目標

全学と部局の協力による多様な教材開発
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各部局での組織的な研究倫理教育・責任ある研究活動の推進を主
導すること

若手研究者を中心とした他の研究者に対して、科学者の役割や行動
規範、社会的責任、研究の作法などについての「科学者教育」を行う
こと

各種ハラスメントを含む研究生活上の事項について相談を受け助言
および適切な対応を行うこと

直属の上司、研究室主宰者や指導教員に相談しがたい教育・研究上
の事項について相談を受け助言および適切な対応を行うこと

「東北大学における公正な研究推進のための若手研究者支援実施指針」

研究公正アドバイザーの役割 16/39



対処相談
実際に起きている可能性のある研究不正に関する相談

予防相談
公正な研究環境づくり等、予防を目的とした相談
（「新しい研究を始めるにあたって、何に気を付ければ良いか」等）

教育相談
研究倫理教育や科学者教育に関する相談

３つの相談タイプを想定 17/39

研究公正アドバイザー向けWS

役割の確認
研究公正アドバイザーハンドブック

事例検討

リアリティーのある事例をもとに検討する

結論や意見の割れる事例を検討する
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体制運用面の課題

研究者の負担を減らす方法
部局実施の研究倫理教育の全学共有
本部と部局の役割

事例の収集と活用
よい事例、疑わしい事例

仕組みの維持
決めたとおりにできているのか
ガイドライン改定など変化への対応

他業務との整理
研究公正：推進室と不正調査の関係
他業務との関係：「共同研究」の定義、相談対応
=>大学のガバナンス
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弱い部分、今後検討すべきこと

国際的、最新の情報収集
ライフサイエンス研究の再現性

大学院生教育

学術雑誌編集（オーサーシップの考え方）

オープンサイエンス、オープンデータへの対応
「活きた」データの利用vs「固定された」データの保存
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〇公正な研究活動推進室の取り組み
－組織・体制・制度の構築と運用－（臼澤）

〇研究倫理教育実施の課題
－約2年間の活動を経て－（佐々木）

本日のアウトライン

公正な研究活動への取り組み

研究倫理教育

研究倫理マネジメント
（予防，牽制，組織防衛）

研究不正対応

“分野特性”

“ゼロにはならない”

“リスク管理”

（お断り：客観的データに基づいた発表ではありません．活動実施における主観性が高い私見です．）
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キャリアステージ別学習

レベル６ 研究公正アドバイザー（教授の10％程度）

レベル５ 研究指導担当教員（教授・准教授，研究室主宰者，PI）

レベル４ 新任教員（助教）・PD

レベル３ 大学院博士課程

レベル２ 学部生（研究室配属）・大学院修士課程

レベル１ 学部生（1～3年生）
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キャリアステージ別学習

授業・実習

研究室指導

e-learning

研修会
講演会

FD

レベル６ 研究公正アドバイザー（教授の10％程度）

レベル５ 研究指導担当教員（教授・准教授，研究室主宰者，PI）

レベル４ 新任教員（助教）・PD

レベル３ 大学院博士課程

レベル２ 学部生（研究室配属）・大学院修士課程

レベル１ 学部生（1～3年生）
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キャリアステージ別学習

授業・実習

研究室教育

e-learning

研修会
講演会

FD

カリキュラム
教材

CITI Japan (APRIN)
THE LAB(JST)
eLCoRE(JSPS)

教材
日常活動

全学

全学
部局

レベル６ 研究公正アドバイザー（教授の10％程度）

レベル５ 研究指導担当教員（教授・准教授，研究室主宰者，PI）

レベル４ 新任教員（助教）・PD

レベル３ 大学院博士課程

レベル２ 学部生（研究室配属）・大学院修士課程

レベル１ 学部生（1～3年生）
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レベル６ 研究公正アドバイザー（教授の10％程度）

レベル５ 研究指導担当教員（教授・准教授，研究室主宰者，PI）

レベル４ 新任教員（助教）・PD

レベル３ 大学院博士課程

レベル２ 学部生（研究室配属）・大学院修士課程

レベル１ 学部生（1～3年生）

キャリアステージ別学習

授業・実習

カリキュラム
教材

△ カリキュラム・単位化
△ 適切な教材の準備
〇 学生の興味・関心
〇 普遍性/大学での学び
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http://www.pol.gp.tohoku.ac.jp/~hanawa/

高度教養教育・学生支援機構

学務審議会

前東北大学理事（教育担当）
花輪公雄先生
（続編あり）

クリアホルダー

「レポートを書く上で
やってはいけないこと」

キャリアステージ別学習：レベル１ 26/39



レベル６ 研究公正アドバイザー（教授の10％程度）

レベル５ 研究指導担当教員（教授・准教授，研究室主宰者，PI）

レベル４ 新任教員（助教）・PD

レベル３ 大学院博士課程

レベル２ 学部生（研究室配属）・大学院修士課程

レベル１ 学部生（1～3年生）

キャリアステージ別学習：レベル２，３

研究室教育

e-learning

教材
日常活動

〇 e-learning (物珍しさ)
◎ グリーンブック・テキスト
× 研究室ミーティング（教材，誰が？）
△ 日常の研究活動での指導

https://www.aprin.or.jp/
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CITI Japan (APRIN)
THE LAB(JST)
eLCoRE(JSPS)

グリーンブック

https://www.jsps.go.j
p/j-kousei/rinri.html

参照

日本学術振興会(丸善出版)

一般社団法人
研究公正推進協会の

WEBサイト

レベル６ 研究公正アドバイザー（教授の10％程度）

レベル５ 研究指導担当教員（教授・准教授，研究室主宰者，PI）

レベル４ 新任教員（助教）・PD

レベル３ 大学院博士課程

レベル２ 学部生（研究室配属）・大学院修士課程

レベル１ 学部生（1～3年生）

キャリアステージ別学習：レベル４

研究室教育

e-learning

研修会
講演会

教材
日常活動

全学
部局
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キャリアステージ別学習

授業・実習

研究室教育

e-learning

研修会
講演会

FD

カリキュラム
教材

教材
日常活動

全学

全学
部局

レベル６ 研究公正アドバイザー（教授の10％程度）

レベル５ 研究指導担当教員（教授・准教授，研究室主宰者，PI）

レベル４ 新任教員（助教）・PD

レベル３ 大学院博士課程

レベル２ 学部生（研究室配属）・大学院修士課程

レベル１ 学部生（1～3年生）

教材開発・カリキュラム実施の課題は残るが，本質的な困難さは無い．
教育内容を受け入れてくれる．教育での変化・教育効果が期待できる．

（私見）
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レベル６ 研究公正アドバイザー（教授の10％程度）

レベル５ 研究指導担当教員（教授・准教授，研究室主宰者，PI）

レベル４ 新任教員（助教）・PD

レベル３ 大学院博士課程

レベル２ 学部生（研究室配属）・大学院修士課程

レベル１ 学部生（1～3年生）

キャリアステージ別学習：レベル５

研究室教育

e-learning

研修会
講演会

FD

教材
日常活動

全学

全学
部局https://www.aprin.or.jp/

ねつ造・改ざん・盗用
“そんなことしないよ…”

e-learning, 定期的講習
“運転免許の更新講習”

定型化・形骸化した研究倫理教材の限界

“面白くない”

受講する人/受講してほしい人
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グリーンブック

https://www.jsps.go.j
p/j-kousei/rinri.html

参照

日本学術振興会(丸善出版)

一般社団法人
研究公正推進協会の

WEBサイト



キャリアステージ別学習：レベル５
制度説明・グリーンブック・e-learning・不正事案紹介/分析，．．．

毎年の「これをして，あれはダメ，これはいけない」を超えて

公正な研究，研究倫理

より良い研究
well-being

広い視点で手を変え品を変え
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レベル６ 研究公正アドバイザー（教授の10％程度）

レベル５ 研究指導担当教員（教授・准教授，研究室主宰者，PI）

レベル４ 新任教員（助教）・PD

レベル３ 大学院博士課程

レベル２ 学部生（研究室配属）・大学院修士課程

レベル１ 学部生（1～3年生）

キャリアステージ別学習：レベル５，６

研修会
講演会

FD
全学

全学
部局
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レベル５，６： （全学的）FD・WSの難しさ

“研究の方法・文化・表現”の分野特性 研究不正の“定義”

ねつ造 －存在しないデータを作り出す

改ざん －都合がいいようにデータを書換える ＜＞データ解析・再現性

盗用 －他人のアイデア，表現を無断で使う ＜＞“引用”“英文表現”

オーサーシップ
共同研究・研究室運営

データの保存・管理 （オープンサイエンス/知財/不正検証）

－FD・WSでの出来事－「研究現場で起こりうる事例」の検討

意見が分かれる度合い

“研究構想・テーマ”

異なる研究分野（部局）のPI・アドバイザー

定義 ＝ 共通認識 仮想
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レベル６：アドバイザー向けワークショップ 2017年12月13日（水）

プログラム
〇ガイダンス （13：30－14：10）
・研究公正アドバイザーの役割
（部局活動の推進，対処・予防・教育相談）
・本学の取り組みと最近の動向

〇ワークショップ（14：20－16：30）
内容：アドバイザーとしてPI,学生への助言

事例1．研究室運営について
事例2．学生からの相談

事例１：研究室運営について （研究公正上の懸念は何か）
・若手PIの研究室 ・研究成果多数，学生の人気も高い・効率的な研究実施，論文執筆
・丁寧な研究指導：定期的な進捗報告，論文投稿形式でのデータ取りまとめ・報告
・実験のプロトコル・データ形式の明確なルール化
・優れた成果には学生にRA雇用のインセンティブ付与．競争的やる気を引き出す

事例２：学生からの相談 （助言と行動）
・博士課程大学院生からの相談： 研究テーマ・アイデアを指導教員が盗用？
・指導教員の指導で独自に研究を実施 ・指導教員は同テーマで科研費取得
・科研費取得は，院生が研究を始める以前 ・報告書には院生のデータあり
・投稿論文の指導は無し ・海外学会に自費で参加

設定の確認 5分
グループ討議 15分
グループ発表 2分X5グループ
全体討議 10分

副部局長クラス：文理混合のグループ
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“研究の方法・文化・表現”の分野特性：相互理解

“ヒッグスボゾンの質量観測”, PRL 114, 191803 (2015)
著者 5154人 （ABC順） 344機関

主任教授 １ 教授 ２ 准教授２ 講師 ３ 助教 １１ 助手 ３
医員９ 研修医９ 大学院生 ８ 訓練士 １３，技能・事務補佐員 １１，…

http://www.oph.med.tohoku.ac.jp/

“A is presented based on B.”  “A is B.”

前公正な研究活動推進室長
総長特別補佐（研究倫理担当）
羽田貴史先生 (専門：教育学)
2018年3月

著者１７人 日独８機関

1st author: 博士課程学生
2nd author: 助教
(corresponding author)

….
Last author: PI (TS)

国際共著，役割分担
共同研究

個人研究
著書 日本語
表現方法

大規模基礎研究

研究・教育グループ統率のPIの役割と責任
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キャリアステージ別学習

授業・実習

研究室教育

e-learning

研修会
講演会

FD

カリキュラム
教材

教材
日常活動

全学

全学
部局

レベル６ 研究公正アドバイザー（教授の10％程度）

レベル５ 研究指導担当教員（教授・准教授，研究室主宰者，PI）

レベル４ 新任教員（助教）・PD

レベル３ 大学院博士課程

レベル２ 学部生（研究室配属）・大学院修士課程

レベル１ 学部生（1～3年生）

異なる分野間に “文化・方法論”の相違があることを認識・許容する必要．
教育で制度への理解，実施すべきことへの同意は期待できる．
教育で，“マインド”の本質的な変化は期待できない．

（私見）
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犯罪の予防・街の治安向上
貧困
差別
格差

警察，検察，法律，処罰，通報

防犯灯，監視カメラ
オービス
免許更新教習

町内会，ご近所づきあい
あいさつ，無駄話
井戸端会議
塀，垣根，公園

地域活動，見回り 夜回り
防犯ブザー

反社会的集団の排除 （更生）

社会道徳教育

研究不正の防止・高い研究倫理
身分の不安定
成果主義
研究費

制度，組織体制，調査委員会，告発

論文査読
剽窃ソフト，データ保管
研究倫理講習

e-learning, 教科書，セミナー
実験ノート

科学界からの排除 （復帰）

研究倫理教育

犯罪・不正の遠因

対策

身近な研究
（室）環境

ご近所力

世界

国・政府

地方行政

地域 部局

大学

学界

国

学術研究の現場として
風通しのよい環境・雰囲気
風土形成の地道な教育

VS.

“欲望”

研究不正はゼロにはならない？ 37/39

教育効果：地道に20－30年続ける
－2040年，今の大学院生がPIとなるときまで－

先人の積み重ねた発見に基づいて，次の発見がある

生産的で前向きな，研究倫理教育は…
（東北大災害研 奥村誠先生の研究倫理教育セミナーより）

Stand on the shoulders of giants

研究倫理教育 －巨人の肩の上に立つ― 38/39



〇公正な研究活動推進室の取り組み
－組織・体制・制度の構築と運用－（臼澤）

〇研究倫理教育実施の課題
－約2年間の活動を経て－（佐々木）

本日のアウトライン

公正な研究活動への取り組み

研究倫理教育

研究倫理マネジメント
（予防，牽制，組織防衛）

研究不正対応

“分野特性”

“ゼロにはならない”

“リスク管理”

（お断り：客観的データに基づいた発表ではありません．活動実施における主観性が高い私見です．）
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